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うけん村議会だより No.168

【お問い合わせ先】議会だより編集委員会

電話：67-2211　　メール：gikaijimukyoku@uken.net

議会だよりは定例会ごとに年４回発行し、各世帯に配布しています。内容については、

定例会の概要や一般質問の要旨等を掲載していきます。今後も「分かりやすく・親しみ

やすい」議会だよりの作成を目指し取り組んでいきます！！

皆様からのご意見をお待ちしております☆

議会だよりについてご意見をお聞かせください

一般会計「主な予算」一般会計「主な予算」

約7,611万円約7,611万円

農林水産業費農林水産業費
農林水産物輸送コスト支援事業費
補 助 金

総務費総務費

1,200万円1,200万円

土木費土木費
社会資本整備総合交付金事業
工事請負費（宇検船越線・屋鈍曽津高﨑線）

1億1,600万円1億1,600万円

土木費土木費
緊 急 土 砂 浚 渫 事 業 費
工 事 請 負 費 （ 芦 検 ・ 平 田 ）

920万円920万円

3 ３億４,2 ４８万７千円3 ３億４,2 ４８万７千円

１. 議会費 60,199８. 消防費 121,444
２. 総務費 563,599９. 教育費 326,739
３. 民生費 520,898 10. 災害復旧費 10

４. 衛生費 293,979 11. 公債費 479,107
５. 農林水産費 449,428 12. 諸支出金 1

６. 商工費 61,150 13. 予備費 5,000

７. 土木費 460,933

  歳出合計　 3,342,487 千円 歳出合計　 3,342,487 千円

前年度対比 2.76％増前年度対比 2.76％増
単位：千円

定住促進空き家活用事業費
工事請負費（空き家改修）

うけん村議会だより No.168３

補 助 金

　令和５年度

当初予算決まる !!
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3,342,487
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令和 5年度宇検村一般会計・特別会計予算審査報告

予算審査特別委員会

委員長　肥後　充浩≪一般会計予算について≫

 歳入・歳出総額は 3,342,487 千円で前年度に対し 89,729 千円増額で，前年度対比 2.76％の増額予

算となっている。歳入の主な内訳は、自主財源の村税は129,555千円で、前年度対比3.0％の減となっ

ており、繰入金が 577,729 千円で、前年度対比 6.8％増額予算となっている。本年度も基金からの

繰入れによっての予算編成であり、新たな自主財源増の施策方針が求められている。さらなる財政

健全化による行財政運営を強く望む。歳出の主な内訳の性質別の割合は、義務的経費は 43％　投資

的経費は 14％　その他 43％　公債費は前年度より 23,000 千円増額計上されており、今後も増加傾

向が予想され、歳出予算を圧迫している現状である。今後とも公債費削減はもとより財政健全化を

念頭に、自主財源の増加や、公債費負担比率を改善する努力を望む。

≪特別会計予算について≫

　7特別会計歳入歳出総額 1,205,472 千円、前年度対比 19.2％、194,127 千円の増額予算となって

いる。国保事業は、前年度対比 2.9％の増となっており、国保施設事業は診療所建設に伴い 287.2％

増となっている。事業の執行に当たっては、事業計画全体を作成し、予算計上を求める。簡易水道

事業は、前年度比 36.1％の減、農業集落排水事業は 6.6％減、漁港漁村集落排水事業は 1.7％増で

令和６年度公営企業会計の適用に向けて、引き続き財政健全化の取組みを求める。特別会計は、一

般会計からの繰り入れで維持運営されており，いまだに一般会計を大きく圧迫している状況である。

特に漁港漁村集落排水事業は，維持管理費も拡大することが懸念され、今後の重要な課題である。

≪主な意見・質疑≫

・空家対策事業の家賃について、これまでの小規模住宅に住んでいる人との不公平がないように家   

　賃設定をしてほしい。

・元気の出る公社の作業については、ムラのない人員配置で円滑に事業を実施していただきたい。

・ブランド確立事業について、マンゴーパッションに関して明確な基準を設定するため早めに協議

　を求める。

・工事請負については、村単独事業だけではなく補助事業等有利な方法を検討すべき。

・結の館の使用料については無料ではなく今後有料の検討を求める。

・陸上競技場のグラウンド整備について改修も含めた前向きな検討を望む。

・診療所建設について、建設予定の診療所だけではなく全体計画を早めに示していただき、議会に

　も情報共有を求める。

≪審査の結果≫

 令和 5年度一般会計予算は、前年度対比 2.76％増額予算となっており，保健、医療、福祉の充実

に努め、観光連携施設を中心とした観光の促進、農業の振興、交流人口の促進を図る予算案である

と考える。しかし、本年度も基金からの繰入れによる予算編成がなされ、依然として自主財源が乏

しく依存財源に頼っている状況の中、早急に、財政健全化の行政運営に取り組むべきである。村民

の福祉向上に努め、時代の変化に伴い発生する様々な課題に迅速に対応する柔軟性のある行財政運

営に職員一丸となって取り組むことを強く望む。

・宇検村一般会計

・宇検村国保事業特別会計

・宇検村国保施設事業特別会計

・宇検村簡易水道事業特別会計

・宇検村介護保健事業特別会計

・宇検村個人情報保護法施行条例の制定につい

　て

・宇検村個人情報保護審査会条例の制定につい

　て

・宇検村過疎地域産業振興促進条例の制定につ

　いて

・宇検村へき地集会所の設置及び管理に関する

　条例の廃止について

・宇検村防災会館の設置及び管理に関する条例

　の一部を改正する条例について

・大顕彰中学校給食共同調理場設置条例の一部

　を改正する条例について

・宇検村職員の勤務時間、休暇等に関する条例

　の一部を改正する条例について

・宇検村職員の給与に関する条例の一部を改正

　する条例について

・宇検村報酬及び費用弁償条例の一部を改正す

　る条例について

・工事請負変更契約について

・宇検村過疎地域持続的発展計画の一部変更に

　ついて

・大島地区衛生組合規約の変更について

・宇検村議会の個人情報の保護に関する条例の

　制定について

あなたも、 議会を傍聴してみませんかあなたも、 議会を傍聴してみませんか

議会は、 村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。 ぜひ、 傍聴においでください。

○ 定員(26名)の範囲内で， どなたでもご自由に傍聴できます。

○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。

○ 第2回定例会は、 6月初旬を予定しております。  

45

　令和 4年度補正予算 条　　　　例

　そ　の　他
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第 41 回 南部町村議会議員大会・研修会第 41 回 南部町村議会議員大会・研修会
in 宇検村in 宇検村

　2月 6日（月）大島本島南部町村（大和村・瀬戸内町・宇検村）議員大会が宇検村生

涯学習センター「元気の出る館」において開催され、各町村から下記の議題が提出さ

れ全会一致で決議されました。

１．主要地方道湯湾新村線の早期完成について（宇検村）

２.主要地方道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現について（大和村）

３.国道 58 号線（奄美市住用町役勝～網野子トンネル起点間、勝浦～阿木名間のトン

　　ネル化）の改良促進について（瀬戸内町）

４．「曽津高崎線」宇検村屋鈍から瀬戸内町西古見間の道路拡幅整備について

　　（南部３町村共通）

　講師の三原　誠氏（鹿児島県町村議会議長会事務局次長）

が、「一般質問と議案質疑・討論についての一考察」をテー

マに、一般質問の時間の意義とその留意点、議案質疑にお

ける留意点などについて講演されました。

＝研修会＝＝研修会＝

▲元山村長歓迎の挨拶 ▲県議会議員３名による県政報告▲国会議員２名による国政報告

▲食生活改善グループによるお茶菓子▲保池議員による提案理由の説明 ▲議員大会の様子

▲三原氏による研修会の様子▲

7 うけん村議会だより No.168

快快適な生活環境適な生活環境
吉永常明議員吉永常明議員

不不感地域対応は感地域対応は

農農業振興業振興

保池穂好議員保池穂好議員

肥後充浩議員肥後充浩議員

元元気の出る公社の運営方針は気の出る公社の運営方針は

倉本富夫議員倉本富夫議員

6



（
村
長
）
約
９
０
０
０
万
円
増
額
と
な

る
令
和
５
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
と

し
て
、
診
療
所
建
設
を
進
め
て
い
く
。

次
に
観
光
振
興
と
持
続
可
能
な
農
林
水

産
業
の
振
興
。
元
気
の
出
る
公
社
の
体

制
を
見
直
し
た
が
、
持
続
可
能
な
体
制

を
整
え
る
た
め
増
額
し
て
い
る
。
次
に

交
流
事
業
で
は
今
年
８
月
に
ブ
ラ
ジ
ル

で
開
催
さ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
鹿
児
島
県

人
会
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
へ
の

出
席
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
近
年
の
価
格
高
騰
を
考
え
、

宇
検
村
報
酬
、
費
用
弁
償
の
見
直
し
の

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

（
村
長
）
地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の

２
に
お
い
て
、
額
並
び
に
支
給
方
法
を

条
例
で
定
め
て
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
マ
ス
ク
着
用
の
今
後
の
考
え
は

　

・
元
気
の
出
る
公
社
に
つ
い
て
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（
吉
永
）
今
後
の
見
通
し
は
。

（
村
長
）
村
道
曽
津
高
崎
線
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
10
カ
年
を
計
画
し
て
お
り
、
今
年
度

末
は
完
成
延
長
が
１
６
２
０
ｍ
37
％
と

な
っ
て
い
る
。
県
道
名
瀬
瀬
戸
内
線
生

勝
工
区
に
つ
い
て
は
芦
検
集
落
か
ら
生

勝
集
落
の
巳
改
良
区
間
は
平
成
22
年
度

に
用
地
交
渉
の
結
果
合
意
に
至
ら
ず
事

業
中
止
が
決
定
。
令
和
元
年
に
、
生
勝
、

久
志
、
宇
検
の
３
集
落
と
宇
検
村
よ
り

県
へ
改
良
工
事
再
開
を
要
望
し
、
受
理

さ
れ
、
検
討
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、

近
隣
民
有
地
主
と
の
用
地
交
渉
に
入
っ

た
が
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
状
況
。
県

道
湯
湾
新
村
線
赤
土
山
工
区
に
つ
い
て

は
、
本
区
域
の
自
然
環
境
と
生
態
系
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
と
、
多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
整
備
を
終
了
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

33
億
円
台
の
主
要
施
策
を
伺
う
。

（
吉
永
）
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い

て
伺
う
。

（
村
長
）
宇
検
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
を
経
て
、
脱
炭
素
先
行
地
域
の

事
業
申
請
や
重
点
対
策
加
速
化
事
業
の

申
請
な
ど
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
二
酸

化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
て
掲

げ
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
吉
永
）
行
政
と
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
活
用
し
た
事
業
の
考
え
は
。

（
企
観
課
長
）
事
業
申
請
す
る
に
あ
た

り
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
で
の
発
電
、
電
気
自
動
車
を
重
点

項
目
に
挙
げ
て
脱
炭
素
社
会
の
計
画
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
吉
永
）
本
村
は
水
が
豊
富
な
地
域
な

ん
で
、
水
力
発
電
と
い
う
の
も
一
つ
の

考
え
だ
と
思
う
が
。

（
企
観
課
長
）
水
力
発
電
に
関
し
て
は

民
間
力
も
借
り
な
が
ら
、
地
域
性
を
生

か
し
た
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
お
も

っ
て
い
る
。

（
吉
永
）
単
身
者
用
住
宅
建
設
、
空
き

家
改
修
に
つ
い
て
の
進
め
か
た
は
。

（
村
長
）
令
和
５
年
度
は
定
住
促
進
空

き
家
活
用
事
業
で
３
件
分
の
事
業
費
を

計
上
し
て
い
る
。
単
身
用
住
宅
に
つ
い

て
は
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
等
を
活

用
し
、
官
民
連
携
事
業
の
導
入
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。　

（
吉
永
）
今
回
、
ど
の
う
よ
う
な
住
宅

を
計
画
し
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
定
住
促
進
空
き
家
活

用
事
業
と
言
う
こ
と
で
、
上
限
が

４
０
０
万
と
な
っ
て
い
て
、
各
集
落
か

ら
募
集
し
、
６
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

３
件
の
該
当
で
予
算
計
上
し
た
。 　

　
　
　

／
３
件
整
備

／
３
件
整
備

吉永　常明  議員

快
適
な
生
活
環
境
に
つ
い
て
伺
う

快
適
な
生
活
環
境
に
つ
い
て
伺
う

　

 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

　
　
　

　
　
　

施
政
方
針

施
政
方
針

　

道
路
交
通
網
の
整
備

　

道
路
交
通
網
の
整
備

　
　
　
　

　
　
　
　

　

宇
検
村
報
酬
、
費
用
弁
償
の　

　

宇
検
村
報
酬
、
費
用
弁
償
の　

　

見
直
し
の
考
え

　

見
直
し
の
考
え 
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ッ
プ
の
見
直
し
を
す
る
と
言
っ
て
い
た

が
、
見
直
し
を
し
た
か
。

（
村
長
）
現
在
、
校
正
を
進
め
て
お
り

３
月
末
ま
で
に
は
納
品
さ
れ
る
予
定
で

す
。

（
肥
後
）
大
き
な
公
共
施
設
や
各
公
民

館
に
だ
け
は
、
し
っ
か
り
、
大
き
く
標

高
の
表
示
を
し
て
欲
し
い
。

（
総
務
課
長
）
非
常
に
大
事
な
こ
と
と
、

思
い
ま
す
の
で
表
示
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
肥
後
）
旧
宇
検
市
場
の
利
用
・
活
用

方
法
は
、
ど
の
様
な
計
画
な
の
か
。

（
村
長
）
村
が
保
有
す
る
ｅ
バ
イ
ク
と

サ
ッ
プ
の
ほ
か
付
属
品
の
収
納
庫
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
同
様
の
目
的
で

利
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
肥
後
）
体
験
型
の
施
設
を
半
分
だ
け

で
も
使
用
出
来
無
い
か
、
宇
検
市
場
に

は
多
く
の
、
手
工
芸
品
が
あ
る
。

（
企
観
課
長
）
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
構
築
検
討
委
員
会
で
、
決
定
事

項
が
一
番
だ
と
思
う
。

（
肥
後
）
一
年
か
け
て
検
討
を
し
て
み

導
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

（
肥
後
）
巡
回
す
る
人
は
何
名
で
、
ど

の
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
指
導
し
て
い
る
の

か
。

（
産
振
課
長
）
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
の
事
業
本

部
か
ら
果
樹
専
門
の
方
が
２
名
さ
れ
て

い
る
。
時
期
品
目
に
合
わ
せ
て
瀬
戸
内

駐
在
の
方
が
１
名
巡
回
指
導
し
て
い

る
。

（
肥
後
）
定
期
的
に
曜
日
を
決
め
て
巡

回
指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

（
産
振
課
長
）
農
家
の
声
を
聞
き
、
相

談
を
受
け
る
よ
う
な
体
制
を
、
構
築
し

て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）
重
点
品
目
の
目
標
金
額
や
目

標
数
量
は
あ
る
の
か
。

（
村
長
）
ブ
ラ
ン
ド
化
に
と
っ
て
も
大

事
な
こ
と
。
果
樹
部
会
や
検
討
会
等
で
、

是
非
、
前
向
き
に
検
討
し
て
き
た
い
。

（
肥
後
）
昨
年
の
議
会
で
ハ
ザ
ー
ド
マ

（
肥
後
）
農
業
振
興
に
つ
い
て
新
規
就

農
者
や
担
い
手
の
育
成
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
新
規
就
農
者
の
担
い
手
は
い
る

の
か
。

（
村
長
）
現
時
点
で
明
確
な
候
補
者
は

い
な
い
。

（
肥
後
）
村
の
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
、
募

集
の
方
法
も
必
要
で
は
無
い
か
。

（
産
振
課
長
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
今

後
検
討
を
し
な
が
ら
募
集
を
行
う
。

（
肥
後
）
専
門
家
に
よ
る
巡
回
指
導
の

計
画
は
作
成
し
て
あ
る
か
。

（
村
長
）
毎
月
１
回
程
度
を
目
処
に
、

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
大
島
事
業
本
部
の
指
導
員

を
は
じ
め
、
県
瀬
戸
内
駐
在
の
技
術
専

門
員
、
そ
し
て
県
の
担
当
者
と
で
連
携

を
取
り
、
重
点
品
目
を
中
心
に
巡
回
指

　
　
　

／
声
を
聞
き
体
制
を
強
化

　
　
　

／
声
を
聞
き
体
制
を
強
化

肥後　充浩  議員

た
い
と
昨
年
は
、
答
弁
し
た
が
ほ
か
に
、

使
用
方
法
の
話
は
出
な
か
っ
た
か
。

（
企
観
課
長
）
備
品
を
そ
ろ
え
て
い
る

の
で
、
先
ず
は
ス
タ
ー
ト
す
る
事
を
目

標
に
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）
高
齢
者
交
流
の
場
と
し
て
湯

湾
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
利
用
状
況
、
活
用
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
村
長
）
月
・
職
員
・
水
・
金
は
福
祉

協
議
会
の
職
員
が
滞
在
し
平
均
４
～
５

名
の
方
が
活
用
し
て
い
る
。

（
肥
後
）
他
の
集
落
に
も
設
置
し
て
い

く
計
画
は
、
無
い
の
か
。

（
保
福
課
長
）
他
の
集
落
に
お
い
て
も

考
え
ま
し
た
が
、
空
き
屋
が
必
要
、
人

も
必
要
で
あ
り
、
自
分
た
ち
で
運
営
・

管
理
し
て
行
け
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

（
肥
後
）
ど
ん
と
券
の
発
売
を
４
月
に
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
出
来
無
い
の
か
。

（
村
長
）
４
月
中
に
は
出
来
る
か
協
議

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
肥
後
）
是
非
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
や

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
伺
う

農
業
振
興
に
つ
い
て
伺
う

　
　
　
　

 

防
災
対
策

防
災
対
策

　
　
　
　

 

観
光
施
設

観
光
施
設
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年
度
は
ど
こ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

年
度
は
ど
こ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

（
産
振
課
長
）

（
産
振
課
長
）
５
年
度
は
阿
室
地
区
の

５
年
度
は
阿
室
地
区
の

残
り
と
各
集
落
の
要
望
や
農
家
の
ニ
ー

残
り
と
各
集
落
の
要
望
や
農
家
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
場
所
は
選
定
し
て
い
き

ズ
に
合
わ
せ
て
場
所
は
選
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
倉
本
）

（
倉
本
）
現
在
、
村
内
２
路
線
だ
が
運

現
在
、
村
内
２
路
線
だ
が
運

行
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

行
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

（
村
長
）

（
村
長
）
現
在
湯
湾
～
屋
鈍
線
１
号
系

現
在
湯
湾
～
屋
鈍
線
１
号
系

統
と
宇
検
～
新
村
線
２
号
系
統
が
あ
り

統
と
宇
検
～
新
村
線
２
号
系
統
が
あ
り

１
号
系
統
が
乗
車
人
数
も
減
少
し
て
い

１
号
系
統
が
乗
車
人
数
も
減
少
し
て
い

っ
て
い
る
。
村
も
年
間
２
０
０
０
万
近

っ
て
い
る
。
村
も
年
間
２
０
０
０
万
近

く
補
助
金
を
支
出
し
公
共
交
通
を
維
持

く
補
助
金
を
支
出
し
公
共
交
通
を
維
持

し
て
い
る
。
地
域
公
共
交
通
の
課
題
は

し
て
い
る
。
地
域
公
共
交
通
の
課
題
は

様
々
あ
り
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

様
々
あ
り
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。

で
い
く
考
え
で
す
。

（
倉
本
）
①
七
ヶ
宿
町
と
の
交
流
事
業

②
東
北
福
祉
大
と
の
連
携
協
定
③
沖
縄

県
と
の
平
和
交
流
事
業
に
つ
い
て
３
つ

の
交
流
事
業
の
今
後
は
ど
う
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

（
村
長
）
①
は
今
後
も
推
進
事
業
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
地
場
産
等
の
物
流

（
倉
本
）

（
倉
本
）
堆
肥
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
に

堆
肥
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
に

生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
。

生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
産
振
課
長
）

（
産
振
課
長
）
４
年
度
１
月
末
で

４
年
度
１
月
末
で

３
６
１
ｔ
販
売
し
て
い
る
。
生
産
者
の

３
６
１
ｔ
販
売
し
て
い
る
。
生
産
者
の

要
望
が
あ
る
ｔ
数
は
確
保
で
き
て
い
る

要
望
が
あ
る
ｔ
数
は
確
保
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

と
考
え
て
い
る
。

（
倉
本
）

（
倉
本
）
皛
納
開
発
と
月

皛
納
開
発
と
月
6060
ｔ
バ
ー
ク

ｔ
バ
ー
ク

を
だ
す
契
約
を
交
わ
し
た
と
言
う
が
今

を
だ
す
契
約
を
交
わ
し
た
と
言
う
が
今

後
確
保
で
き
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

後
確
保
で
き
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

（
産
振
課
長
）

（
産
振
課
長
）
皛
納
開
発
と
２
回
ほ
ど

皛
納
開
発
と
２
回
ほ
ど

協
議
を
行
い
月

協
議
を
行
い
月
6060
ｔ
を
目
標
に
と
い
う

ｔ
を
目
標
に
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
は
し
て
い
る
。
鹿
児
島

こ
と
で
お
願
い
は
し
て
い
る
。
鹿
児
島

県
の
ほ
う
と
も
現
在
協
議
を
行
い
５
年

県
の
ほ
う
と
も
現
在
協
議
を
行
い
５
年

度
以
降
に

度
以
降
に
6060
ｔ
と
い
う
目
標
に
ど
れ
く

ｔ
と
い
う
目
標
に
ど
れ
く

ら
い
の
生
産
が
あ
が
っ
て
く
る
の
か
、

ら
い
の
生
産
が
あ
が
っ
て
く
る
の
か
、

ま
た
足
り
な
い
も
の
に
関
し
て
は
里
山

ま
た
足
り
な
い
も
の
に
関
し
て
は
里
山

興
産
や
奄
美
市
笠
利
町
の
ほ
う
か
ら
購

興
産
や
奄
美
市
笠
利
町
の
ほ
う
か
ら
購

入
を
含
め
て
同
時
に
粉
砕
機
の
リ
ー

入
を
含
め
て
同
時
に
粉
砕
機
の
リ
ー

ス
、
購
入
も
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
今
後

ス
、
購
入
も
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
今
後

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
倉
本
）

（
倉
本
）
遊
休
農
地
解
消
に
つ
い
て
４

遊
休
農
地
解
消
に
つ
い
て
４

年
度
は
阿
室
、
広
下
地
区
を
し
た
が
５

年
度
は
阿
室
、
広
下
地
区
を
し
た
が
５

（
倉
本
）

（
倉
本
）
公
社
の
運
営
状
況
は
。

公
社
の
運
営
状
況
は
。

（
村
長
）

（
村
長
）
現
在
は
職
員
を
増
員
し
こ
れ

現
在
は
職
員
を
増
員
し
こ
れ

ま
で
の
堆
肥
生
産
業
務
や
大
型
機
械
受

ま
で
の
堆
肥
生
産
業
務
や
大
型
機
械
受

託
業
務
に
加
え
て
林
道
や
村
道
、
村
有

託
業
務
に
加
え
て
林
道
や
村
道
、
村
有

財
産
の
除
草
作
業
及
び
遊
休
農
地
解
消

財
産
の
除
草
作
業
及
び
遊
休
農
地
解
消

業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

（
倉
本
）

（
倉
本
）
堆
肥
を
作
る
為
の
副
資
材
は

堆
肥
を
作
る
為
の
副
資
材
は

年
間
８
０
０
ｔ
必
要
だ
と
思
う
が
現
在

年
間
８
０
０
ｔ
必
要
だ
と
思
う
が
現
在

確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

（
産
振
課
長
）

（
産
振
課
長
）
令
和
４
年
度
か
ら
皛
納

令
和
４
年
度
か
ら
皛
納

開
発
と
契
約
を
し
て
月

開
発
と
契
約
を
し
て
月
6060
ｔ
を
目
標
に

ｔ
を
目
標
に

作
っ
て
も
ら
う
約
束
で
し
た
が
実
際
の

作
っ
て
も
ら
う
約
束
で
し
た
が
実
際
の

と
こ
ろ
原
木
の
出
荷
が
少
な
か
っ
た
り

と
こ
ろ
原
木
の
出
荷
が
少
な
か
っ
た
り

粉
砕
機
の
修
繕
等
で
１
０
７
ｔ
の
購
入

粉
砕
機
の
修
繕
等
で
１
０
７
ｔ
の
購
入

足
り
な
い
分
は
里
山
興
産
の
ほ
う
か
ら

足
り
な
い
分
は
里
山
興
産
の
ほ
う
か
ら

４
１
５
ｔ
合
わ
せ
て
９
月
末
現
在
で

４
１
５
ｔ
合
わ
せ
て
９
月
末
現
在
で

５
２
２
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

５
２
２
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

／
更
な
る
遊
休
農
地
解
消
に
努
め
て
い
く

／
更
な
る
遊
休
農
地
解
消
に
努
め
て
い
く

倉本　富夫  議員

も
継
続
的
に
販
売
を
で
き
る
よ
う
に
協

議
を
進
め
年
間
を
通
し
相
互
の
物
流
が

充
実
し
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
②
は
コ
ロ
ナ

過
の
影
響
も
あ
り
途
絶
え
て
い
た
が
２

グ
ル
ー
プ
の
ゼ
ミ
生
の
受
け
入
れ
が
あ

っ
た
。
今
後
も
大
学
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
運
動
部
や
ゼ
ミ
生
の
受
け
入
れ
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
。
③
は
慰
霊

碑
建
立
地
の
責
務
と
し
て
受
け
入
り
だ

け
で
は
な
く
相
互
に
交
流
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
つ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

元
気
の
出
る
公
社
の
今
後
の
運
営
方
針
は

元
気
の
出
る
公
社
の
今
後
の
運
営
方
針
は

　

公
共
バ
ス
の
課
題
は

公
共
バ
ス
の
課
題
は

　

交
流
事
業

交
流
事
業
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空
き
家
改
修
事
業
は
、
同
じ
く
1/2
の
補

助
事
業
で
上
限
が
４
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
10
年
間
村
に
無
償

提
供
す
る
こ
と
を
条
件
に
各
集
落
か
ら

情
報
を
頂
き
６
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

５
年
度
に
は
申
請
の
あ
っ
た
６
件
の
う

ち
条
件
に
合
う
３
件
を
空
き
家
対
策
協

議
会
で
承
認
を
頂
き
計
上
し
た
。

（
保
池
）
改
修
費
用
が
１
０
０
万
円
お

ち
て
材
料
も
高
騰
し
て
い
る
中
、
十
分

な
改
修
は
で
き
る
の
か
。

（
企
観
課
長
）
簡
易
な
設
計
を
入
れ
て

現
地
調
査
を
入
れ
て
確
認
し
て
い
る
。

（
保
池
）
補
助
対
象
家
屋
が
少
な
い
中

今
後
の
計
画
は
。

（
企
観
課
長
）
奄
振
等
の
上
限
額
を
見

極
め
な
が
ら
事
業
入
れ
替
え
を
検
討
し

な
が
ら
多
く
の
物
件
が
対
象
と
な
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
保
池
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
す

る
こ
と
で
売
り
上
げ
が
1.2
倍
に
な
る
と

い
う
報
告
が
あ
る
。
今
後
の
普
及
活
動

は
。

（
村
長
）
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
る

こ
ろ
が
あ
る
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
名
柄
集
落
が
防
災
関
係

の
面
か
ら
で
も
非
常
に
電
波
が
悪
い
。

名
柄
の
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
避
難
所
、
集
落
関
係
、
利

用
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く
。

（
保
池
）
令
和
元
年
に
空
き
家
改
修
事

業
が
終
了
し
た
際
に
村
民
の
要
望
を
受

け
て
質
問
し
た
際
に
、
改
修
す
る
よ
り

新
築
で
整
備
し
た
ほ
う
が
良
い
と
の
判

断
で
し
た
が
具
体
的
な
内
容
は
。

（
村
長
）
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
小
規
模
住
宅
改
良
事
業
制
度

を
活
用
し
平
成
15
年
度
か
ら
改
修
を
行

っ
て
い
た
が
、
1/2
の
補
助
は
あ
る
が
老

朽
化
の
激
し
い
物
件
は
改
修
に
か
な
り

の
費
用
が
か
か
り
、
20
年
間
の
契
約
の

中
で
も
維
持
管
理
費
が
発
生
す
る
な
ど

の
観
点
か
ら
令
和
元
年
度
で
終
了
し

た
。
令
和
５
年
度
か
ら
行
う
定
住
促
進

（
保
池
）
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
の

現
在
の
状
況
は
。

（
村
長
）
携
帯
電
話
会
社
と
実
現
に
向

け
交
渉
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
具
体
的

に
電
波
調
査
に
は
い
っ
て
お
り
、
補
助

率
の
関
係
か
ら
複
数
の
会
社
へ
事
業
へ

の
参
画
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
基

地
局
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
環
境
省
と

の
調
整
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で

電
波
調
査
の
結
果
を
待
っ
て
概
要
が
見

え
て
く
る
。

（
保
池
）
大
き
な
課
題
は
。

（
総
務
課
長
）
つ
な
が
る
エ
リ
ア
を
な

る
べ
く
多
く
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
類
似
電
波
発
射
実
験
で
把
握
し
解

決
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
。

（
保
池
）
集
落
内
で
も
電
波
の
悪
い
と

　

／
県
や
携
帯
キ
ャ
リ
ア
と
連
携
検
討
中

／
県
や
携
帯
キ
ャ
リ
ア
と
連
携
検
討
中

保池　穂好   議員

不
感
地
域
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

不
感
地
域
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

観
光
客
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
商
工
会

と
連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
。

    

定
住
促
進
空
き
家
改
修
再
開

定
住
促
進
空
き
家
改
修
再
開

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
販
売
促
進

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
販
売
促
進
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※ 実際の状況と違う場合があります。

　　　　 ▲七ヶ宿・出店ブースの様子

　 ～世界自然遺産登録1周年記念イベント～



うけん村議会だより No.168

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

保
池　

穂
好

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
忙
し
い
毎
日
を

送
る
中
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
異
動

で
住
民
税
務
課
か
ら
議
会
事
務
局
に
着
任
致

し
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
18
年
目
、
役

場
に
入
っ
て
４
年
目
で
す
。
年
齢
を
重
ね
て

も
新
し
い
環
境
に
身
を
置
く
と
、
ふ
と
社
会

人
に
成
り
立
て
頃
の
自
分
を
思
い
出
し
、
初

心
に
返
る
と
と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
村
民
の
皆
様
の
声
が
集
結
す
る

議
会
で
の
職
務
に
あ
た
り
、
運
営
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、
ま
た
、
議
員
・
議
会
の
活
動
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

徐
々
に
蒸
し
暑
さ
が
増
し
て
き
た
今
日
こ

の
頃
。
水
分
補
給
等
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

森

妙
子

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
忙
し
い
毎
日
を

編

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
忙
し
い
毎
日
を

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
忙
し
い
毎
日
を

集

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
忙
し
い
毎
日
を

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
忙
し
い
毎
日
を

後

記

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

杉
浦　

治
俊

委　
　

員　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫

　令和 5年 3月 16 日（木）に峰田山公園の現地調査に行きました。公園の現状確認

と今後どの様な再整備計画を考えているのか説明を受けました。
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出身：宇検村名柄

趣味：海外ドラマ鑑賞

　　　カラオケ

将来の夢：英語ペラペラになる

お世話になりましたお世話になりました
新規採用から３年間議会事務局で貴重な体験をさせていただきました。これまで

に学んだ事を異動先の住民税務課でも活かして頑張りたいと思います。宇検村議会

議員の皆様をはじめ、議会事務局長、そして村民の皆様、３年間ありがとうござい

ました。

森　妙子

楠田　綾香

■発行／宇検村議会　Tel:0997-67-2211

E-mail ／ gikaijimukyoku@uken.net

よろしくお願いしますよろしくお願いします


